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５頁
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７頁

21頁

22頁

・激走 ～第35回町駅伝大会～

・がっこう（佐川野小学校）

・広報連絡委員レポート

・CULTURE&SPORTS

・お知らせ

・withyou

・Topics～町の話題・投稿～

煙表紙 ～渡良瀬遊水地のヨシ焼き～ 今年は３月１７日に行われる予定です 煙ホームページアドレス

http：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｎｏｇｉ.ｔｏｃｈｉｇｉ.ｊｐ/(写真：田口功氏提供「春の兆し」 ヨシ焼きの関連記事は15ページ）



2007
NOGIMACHI

EKIDEN
第35回野木町駅伝競走大会





（4）

っ
た
で
す
。
先
生
た
ち
が
や
っ
た

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
も
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
。
学
校
に
咲
い
て
い

た
花
で
作
っ
た
す
て
き
な
し
お
り

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
さ
ら
に
み
ん
な
で
記
録
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
で
す
。

６
年

舘
野

た

て

の

仁
果

の

り

か

私
は
、
お
祝
い
会
で
司
会
を
や

り
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
れ
た
６

年
生
の
み
ん
な
が
も
り
上
げ
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
楽
し
く
で
き
ま

し
た
。
下
級
生
の
み
ん
な
も
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

日
を
達
成
し
て
と
て
も
う
れ

５０
し
い
で
す
。
私
た
ち
が
卒
業
し
て

か
ら
も
記
録
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い

で
す
。

３
年

舘
野

た

て

の

涼
香

す

ず

か

欠
せ
き「
０
」

日
た
っ
せ
い
し

５０

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
だ
と

思
う
か
ら
で
す
。
去
年
は

日
だ

４６

っ
た
の
で
、
今
年
は

日
の
め
あ

５０

て
が
た
っ
せ
い
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

日
た
っ
せ
い
は
、
み
ん
な
が

５０
が
ん
ば
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

４
年

鈴
木

す

ず

き

綾
華

あ

や

か

６
年
生
が
パ
ー
テ
ィ
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。
伝
言
ゲ
ー
ム
で

は
、
ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
も
ま
ち

が
っ
て
い
た
の
で
笑
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
先
生
た
ち
の
ハ
ン
ド
ベ

ル
え
ん
そ
う
は
、
と
て
も
じ
ょ
う

ず
で
し
た
。

４
年

鈴
木

す

ず

き

將
紘

ま

さ

ひ

ろ

欠
席「
０
」

日
達
成
で
全
校
児

５０

童
で
と
っ
た
写
真
は
、
一
生
の
宝

物
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
忘

れ
ま
せ
ん
。

５
年

老
沼

お

い

ぬ

ま

実
咲

み

さ

き

欠
席「
０
」

日
達
成
の
記
念
パ

５０

ー
テ
ィ
を
や
り
ま
し
た
。
く
す
玉

を
わ
っ
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
と
て
も
楽
し
か

２
年

鈴
木

す

ず

き

賢
弘

た

か

お

日
た
っ
せ
い
し
て
か
ん
ど
う

５０
し
ま
し
た
。
ぼ
く
も
一
年
間
け
っ

せ
き「
０
」を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

２
年

岩
瀬

い

わ

せ

優
希

ゆ

う

き

け
っ
せ
き「
０
」の
日
が

日
に

５０

な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
わ

た
し
は
学
校
が
す
き
な
の
で
休
ま

ず
と
う
こ
う
し
た
い
で
す
。

２
年

小
森
谷

こ

も

り

や

響
ひ
び
き

学
校
は
楽
し
い
か
ら
ま
い
日
と

う
校
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
学
校
に
い
き
た
い
で
す
。

月

日
に
は
、
６
年
生
の
実

１２

１９

行
委
員
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
主

体
の
本
当
に
う
れ
し
い
お
祝
い
会

を
盛
大
に
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
こ
と
を
通
し
て
、私
は
、子

ど
も
た
ち
に
は
「
佐
川
野
小
で
学

ぶ
こ
と
へ
の
自
信
と
喜
び
」「
感
動

す
る
心
」
を
育
み
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
今
後
も

健
康
に
気
を
つ
け
元
気
に
登
校
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
ッ
タ
ー
概

日
５０

１
年

あ
く
つ

ゆ
う
こ

け
っ
せ
き「
０
」な
ん
て
、
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
お
い
わ
い
パ
ー
テ

ィ
の
ゲ
―
ム
が
た
の
し
く
て
、
ま

た
ら
い
ね
ん
も
や
り
た
い
と
お
も

い
ま
し
た
。

１
年

三
は
し

は
や
と

み

お
お
ぜ
い
い
る
の
に
、

日
た

５０

っ
せ
い
し
て
す
ご
い
と
お
も
っ
た

し
、
よ
か
っ
た
と
お
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
休
ま
な
い
で
学
校
に

き
ま
す
。

欠
席「
０
」

日
達
成
概

５０

児
童
の
努
力
点
の
一
つ
に
「
欠

席
『
０
』
の
日
を
増
や
そ
う
」
と

い
う
の
が
あ
り
、
今
年
度
は
「
５０

日
」
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
そ
の

日
を

月

日
に
見
事
達
成
す

５０

１１

３０

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

校
長

齋
藤

さ

い

と

う

昌
枝

ま

さ

え

本
校
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

学
校
で
学
べ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

楽
し
い
学
校
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
元
気
に
登
校
し
て
き
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
そ
の
結

果
と
し
て「

日
達
成
」が
あ
り
ま

５０

す
。
と
て
も
価
値
の
あ
る
出
来
事

で
す
。



新年を迎え、『鬼打ちの豆』を年齢の数だけ食べると、３月３日は

すぐにやってきます。『桃の節句』のその日は、高校時代の級友の命

日です。

もう３０年も前になります。私が通っていた女子高は、３月３日が

卒業式でした。その朝、卒業式の入場時間が近づいてきても、なぜ

か担任の先生は私たちの教室に姿を見せませんでした。不安を感じ

た皆がざわつき始めた頃、彼女と仲の良かった子が教室に飛び込ん

できて、「○○さんが死んじゃった！自殺しちゃった！」と。教室は、

一瞬シーンと静まりかえりましたが、すぐに誰かが「うそでしょう

！」「なんで？」と。すでに卒業後の進路も決まっていた彼女。前日

の卒業式予行で顔を合わせたときも、いつもどおりにニコニコして

いた彼女。そんな彼女が、どうして「死」を選ばなければならなか

ったのか。私はそんな彼女から何かを感じ、声をかけることができ

なかったのか。私は、卒業式のあいだ中考え続けたことに対しての

答えを、今だに出せないでいます。

昨年を象徴する漢字一文字が『命』でした。年間３万人もの自殺

者が出ていること、そして連日報道される残酷な事件の数々は、私

が関わっている学童保育の子どもたちの心にも深い影を落としてい

るようです。「私なんかいらない子なんだ。死んじゃってもいいん

だ」や「あいつ、ぶっ殺してバラバラにしてやる」などそんな言葉

が、小学生の口から飛び出すことがあります。聞き流してしまうに

は、あまりにも恐ろしい言葉です。

そんなとき、私は一生懸命に子どもたちに語りかけます。「あなた

が生まれて、ご両親やおじいちゃん、おばあちゃんがどんなに喜び、

元気にすくすくと成長して欲しいと願ったか」と。「お友だちの命も、

あなたの命と同じだけ大切なものなんだよ」と。「命は、ゲームのよ

うに、リセットボタンを押して、また再スタートできるものではな

いんだよ」と。「自分の命日、自分以外の人の命日を決めてしまうよ

うなことは、絶対にしてはいけない」と。何十年経ってもきれいに剥

がすことのできない『心のカサブタ』を感じながらの私の言葉が、

傷ついた子どもの心に少しでも届けと念じながら。

子どもたちが瞳を輝かせて学びそして遊び、それらを見守る大人

たちが、笑顔で生き生きと暮らしていける世の中であることを願っ

ています。
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野木さくらテニス大会

（女子ダブルス）

日 時 ３月２２日（木）

午前８時５０分～

予備日 ２３日（金）

場 所 町総合運動公園

参加資格 野木町近隣テニス愛好者

（先着３６組）

種 目 女子ダブルス

リーグ戦後トーナメント戦

参加料 １組２０００円

申込期限 ３月６日

申込方法

往復ハガキを使って、送信用にペ

アの氏名・電話番号・クラブ名を、

返信用に申込者の住所・氏名を記

入して下記へ

申・問

衣３２９－０１１１

野木町大字丸林４２１－１１

鹿野豊子 宛

19年度夏季巡回

ラジオ体操開催決定

～ひまわりの花制定

30年記念事業～

日 時 ８月１０日（金）

午前６時３０分～

会 場 野木第二中学校校庭

※朝６時までに会場に集合

※詳しくは、町ホームページで

http://www.town.nogi.tochigi.jp/

問町生涯学習課 緯（５７)４１８７

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ

た方は、カウンターに申し出てくだ

さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに

本を返してください。ＣＤ・ビデオ・

カセットは、入れないでください。

開館中は、カウンターに返してく

ださい。

おはなし会

■

日 時 ３月２日（金）

午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 グレース森

■

日 時 ３月１３日、２０日、２７日（火）

午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー

対 象 幼児

ボランティア団体 ピノキオ

■

日 時 ３月２４日（土）

午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー

プログラム 絵本と紙しばい 他

対 象 ４歳位から小学低学年以下

図書館職員

一緒に読み聞かせを！

ピノキオでは、読み聞かせに参加

してくださる方を募集しています。

問西巻ちず子 緯（５５）１０９６

吉場芳江 緯（５７）３９０４

こども映画会

「ドラゴンボールＺ」

日 時 ３月２５日（日）

午後２時～２時５５分

会 場 ２階ホール

対 象 ５歳以上

新着図書案内

＜一般書＞

産斎藤一人の絶対成功する

千回の法則 （講談社／編）

産上手な暮らしができる生活の絵本

（成美堂出版編集部／編）

産ハワイアンキルトのバッグ

（ブティック社）

産ポケット六法平成19年版

（菅野和夫（他）／編）

産スモールプラネット （本城直季）

産使命と魂のリミット （東野圭吾）

産剣客春秋 里美の涙 （鳥羽亮）

産おんぶにだっこ （さくらももこ）

＜児童書＞

産デルトラの伝説

（エミリー ロッダ）

産おへそのあな （長谷川義史）
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統
一
地
方
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時

４
月
８
日（
日
）

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
３
月

日（
金
）告
示
》

３０

野
木
町
で
投
票
で
き
る
方

今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
の
た
め

「
選
挙
人
名
簿
」へ
登
録
さ
れ
る
方

産
年

齢

昭
和

年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま

６２

れ
た
方

産
住

所

平
成

年

月

日
以
前
に
野
木

１８

１２

２９

町
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
住

所
の
あ
る
方

酸
最
近
転
入
さ
れ
た
方
は
ご
注
意
！

栃
木
県
内
の
市
町
か
ら
平
成

年
１８

月

日
以
降
に
野
木
町
へ
転
入

１２

３０

（
１
回
限
り
）し
た
方
は
、
前
住
所
地

の
選
挙
区
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
書
類
の
い
ず
れ
か

が
必
要
で
す
。

臼
「
引
き
続
き
栃
木
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
」（
無
料
）

渦
「
住
民
票
の
写
し
」（
①
の
証
明
書

の
代
わ
り
に
使
用
す
る
場
合
は
無

料
）

※
臼
、
渦
と
も
町
住
民
課
で
発
行
し

ま
す
。
こ
う
し
た
書
類
を
前
住
所
地

の
投
票
所
の
受
付
に
示
せ
ば
、
投
票

で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
す
る
場

合
も
同
じ
で
す
。

酸
栃
木
県
以
外
の
県
か
ら
平
成

年
１８

月

日
以
降
に
転
入
し
た
方

１２

３０

今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
住
所
地
の
都
道
府
県
の

選
挙
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時

４
月

日（
日
）

２２

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
４
月

日（
火
）告
示
》

１７

投
票
で
き
る
方

今
回
の
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

の
た
め「
選
挙
人
名
簿
」へ
登
録
さ

れ
る
方

産
年

齢

昭
和

年
４
月

日
以
前
に
生
ま

６２

２３

れ
た
方

産
住

所

平
成

年
１
月

日
以
前
に
野
木

１９

１６

町
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き
住

所
の
あ
る
方

※
こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

＊

＊

＊

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に

選
挙
人
名
簿
登
録
者
で
満

歳
に
な

２０

ら
な
い
方
は
、「
不
在
者
投
票
」
が
で

き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

算
県
議
会
議
員
選
挙

３
月

日（
土
）～
４
月
７
日（
土
）

３１

算
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

４
月

日（
水
）～

日（
土
）

１８

２１

期
日
前
投
票
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

３０

期
日
前
投
票
所

役
場
本
館
１
階
第
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の

入
場
券（
届
い
て
い
る
場
合
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

４
月

日
に
行
わ
れ
る
町
長
・
町

２２

議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
者
へ
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

３
月

日（
月
）

１９

午
後
１
時

分
～

３０

場

所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

期

日

４
月

日（
木
）

１２

時
間
・
対
象
学
区

産
午
前
９
時
～

時
１２

友
沼
・
新
橋
・
野
木
学
区

産
午
後
１
時

分
～
４
時

３０

南
赤
塚
・
佐
川
野
学
区

場

所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
町
総
務
課
内
）緯（

）４
１
１
４

５７
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生
活
習
慣
病
健
診

生
活
習
慣
病
は
、
日
常
の
生
活
習

慣
に
よ
っ
て
大
部
分
を
予
防
し
た
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
何
ら
か
の
自
覚
症
状
や
身

体
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、

専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、

歳
以
上
の
方
に
は
、
介

６５

護
を
要
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
予

防
し
、
必
要
な
方
に
自
立
を
支
援
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
項
目
を
実
施
し
判
定

に
役
立
て
ま
す
。

産
生
活
機
能
に
関
す
る
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
る
問
診

産
理
学
的
検
査
と
し
て
「
口
腔
内
の

視
診
」
及
び
「
関
節
の
触
診
」

産
さ
ら
に
必
要
な
方
に
は
、「
反
復
唾

液
嚥
下
テ
ス
ト
」
及
び
「
血
清
ア

ル
ブ
ミ
ン
検
査
」

※

歳
以
上
の
方
と
は
？

６５本
年
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
３１

日
ま
で
に

歳
に
な
る
方
も
含
み

６５

ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
診
の
場
合

対
象
者

産
基
本
健
診
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診

→

歳
以
上
で
、
野
木
町
に
住
所
を

３０有
す
る
方

産
前
立
腺
が
ん
検
診

→

歳
以
上
の
男
性
で
、
野
木
町
に

５０住
所
を
有
す
る
方

産
子
宮
が
ん
検
診

→

歳
以
上
の
女
性
で
、
野
木
町
に

２０住
所
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
S
６３

年
３
月
以
前
の
奇
数
年
生
ま
れ

（
例
S

・

・

・
・
・
）

６１

５９

５７

産
乳
が
ん
検
診

→

歳
以
上
の
女
性
で
、
野
木
町
に

３０住
所
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
S
５３

年
３
月
以
前
の
奇
数
年
生
ま
れ

（
例
S

・

・

・
・
・
）

５１

４９

４７

※
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
社
会
保
険
等
の
加
入
者
で
職
場
健

診
を
受
け
て
い
る
方

・
病
院
で
治
療
や
定
期
健
診
を
受
け

て
い
る
方

日
程
・
内
容

表
の
と
お
り

料

金

全
額
町
負
担

申
込
開
始

・
４
～
７
月
分

→
３
月
８
日
午
前
８
時

分
～

３０

・
８
月
分
以
降

→
各
健
診
日
の
４
か
月
前
の
月
初

め
か
ら

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

生活習慣病健診日程表

日 程

４/３(火） ４/５(木） ５/７(月） ５/１１(金） ６/５(火）

７/６(金） ７/１２(木） ８/２(木） ９/１０(月） １０/１４(日）

１１/８(木） １１/２２(木） １/１５(火） ２/１５(金） ３/４(火）

内 容

希望する項目すべてを１日で受診することができます。

①基本健康診査
・血圧測定、血液検査(コレステロール検査、肝機能検査、腎機能検査、血糖検査、貧血検査）、

尿検査（糖、たんぱく、潜血）、心電図検査、眼底検査

※６５歳以上の方は、基本健康診査に次の項目が追加になります。

・基本チェックリストによる問診（生活機能に関する項目）

・理学的検査（口腔内の視診、関節の触診）

・必要な方に「反復唾液嚥下テスト」及び「血清アルブミン検査」

②胃がん検診
・バリウムを飲んでレントゲン撮影

③大腸がん検診
・便を取り、目に見えないわずかな出血があるかを検査

④肺がん検診
・胸部のレントゲン撮影

⑤前立腺がん検診（５０歳以上の男性の方）

・血液検査により腫瘍マーカー・前立腺特異抗原（PSA）の測定

※子宮がん・乳がん検診は２年に一度の受診になります。

今年度は奇数年生まれの方が対象です。

⑥子宮がん検診
・子宮の入口の細胞を取って検査

⑦乳がん検診
・乳房レントゲン撮影及び超音波検査



町
指
定
医
療
機
関
で
受
診
の
場
合

内

容

表
の
と
お
り

日

程
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
、
申
込
時
に
確
認
く
だ
さ
い
。

料

金

全
額
町
負
担

申
込
方
法

各
医
療
機
関
に
直
接
申
込
く
だ
さ

い
。
町
で
の
生
活
習
慣
病
健
診
は

指
定
医
療
機
関
・
町
保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
実
施
を
問
わ
ず
、
４
月
１

日
か
ら
３
月

日
ま
で
の
期
間
に

３１

１
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
健
診
結
果
説

明
会
を
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

健
診
結
果
は
、
説
明
会
の
際
に
お
渡

し
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
結

果
に
一
喜
一
憂
し
て
終
り
に
せ
ず
、

ぜ
ひ
説
明
会
に
参
加
し
て
、
今
後
の

健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
指
定
医
療
機
関
で
受
診

さ
れ
た
方
も
、
結
果
を
持
参
の
う
え

参
加
く
だ
さ
い
。

受

付
午
後
１
時

分
～
１
時

分

２０

４５

講

話
午
後
１
時

分
～
２
時

分

４５

３０

個
別
相
談

午
後
２
時

分
～

３０

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

現
在
、
肝
臓
が
ん
の
患
者
は
年
々

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の

約

％
が
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
持
続

９５
感
染
者
と
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
持
続

感
染
者
の
一
部
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
持
続
感
染

者
が
、
検
診
に
よ
り
早
く
発
見
さ
れ

て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ
の
進
行
を
抑

え
ら
れ
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
診
の
場
合

日
程
・
申
込
開
始

生
活
習
慣
病
集
団
健
診
と
同
日

（
８
Ｐ
日
程
表
参
照
）

料

金

全
額
町
負
担

対
象
者

産
昭
和
７
年
４
月
１
日
～

年
３
月

４３

日
生
ま
れ
の
方

３１
産

年
度
以
降
の
基
本
健
康
診
査
で

１４肝
機
能
異
常
と
判
定
さ
れ
た
方

産
広
範
な
外
科
的
処
置
（
開
胸
手
術

や
開
腹
手
術
等
）
を
受
け
た
方
、

ま
た
は
、
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量

に
出
血
し
た
方
で
、
定
期
的
に
肝

機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方

※
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
方

・
現
在
、
肝
臓
の
病
気
で
治
療
を
受

け
て
い
る
方

・
職
場
で
健
康
診
査
を
受
け
て
い
る

方
問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

お知らせ
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町指定医療機関

子宮がん
検診

胃がん
検診

基本健診
(65歳以上）

基本健診
(30歳～64歳）

医療機関

産産緯(57)3660浅野医院

産産産緯(56)0280岩崎医院

産産産緯(57)2510菊池クリニック

産緯(56)2255木村外科胃腸科内科医院

産緯(56)0356近藤医院

産産緯(57)0056鹿野クリニック

産緯(57)9811寺内整形外科

産産産緯(55)0710野木病院

産産緯(54)5004さくら診療所

※医療機関で基本健診を受診する場合、眼底検査は含まれません。

健
診
結
果
説
明
会
日
程

健
診
日

4
/
3（
火
）

4
/
5（
木
）

5
/
7（
月
）

5
/

（
金
）

11

6
/
5（
火
）

7
/
6（
金
）

7
/

（
木
）

12

8
/
2（
木
）

9
/

（
月
）

10
/

（
日
）

10

14
/
8（
木
）

11
/

（
木
）

11

22

1
/

（
火
）

15

2
/

（
金
）

15

3
/
4（
火
）

説
明
会
日

5
/
9（
水
）

5
/

（
金
）

11

6
/
7（
木
）

6
/
8（
金
）

7
/
5（
木
）

8
/
1（
水
）

8
/
8（
水
）

9
/
4（
火
）

/

（
水
）

10

10
/

（
水
）

11

14
/
5（
水
）

12
/

（
水
）

12

19

2
/

（
水
）

13

3
/

（
水
）

12

3
/

（
月
）

31
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乳
幼
児
予
防
接
種

乳
幼
児
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
接
種
に
は
、
集
団
接

種
と
個
別
接
種
が
あ
り
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
体
調
と
接
種
間
隔
に
注
意
し

な
が
ら
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

集
団
接
種

ポ
リ
オ
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

あ
ら
か
じ
め
対
象
者
に
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
。
予
定
日
に
都
合
の
悪

い
方
及
び
表
の
対
象
者
以
外
で
予
防

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
会
場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

３０

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳

予
診
票

〈
ポ
リ
オ
〉

経
口
投
与
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
下
痢

を
し
て
い
る
と
き
は
、
見
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。
間
隔
が
空
い
て
も
必
ず
２

回
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｂ
Ｃ
Ｇ
〉

管
針
で
経
皮
接
種
し
ま
す
。
対
象

年
齢
の
幅
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
接

種
も
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

個
別
接
種

三
種
混
合
・
Ｍ
Ｒ
混
合
（
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
）

対
象
者
に
個
別
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
予
約
は
直
接
医
療
機
関
へ

お
願
い
し
ま
す
。
予
診
票
も
医
療
機

関
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

接
種
日
・
接
種
時
間

医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の

母
子
手
帳
・
予
診
票
・
保
険
証

料

金
全
額
町
負
担
（
野
木
町
に
住
所
を

有
す
る
対
象
年
齢
の
方
）

個
別
実
施
の
予
防
接
種
と
対
象
年
齢

次
表
の
と
お
り

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

集団接種と対象年齢

間隔回数対象年齢予防接種名

6週間

以上
2

生後３か月

７歳６か月未満

ポリオ

1

生後直後

生後６か月未満

ＢＣＧ

～

～

ポリオ対象者の接種日程

ポリオ

２回目

ポリオ

１回目

対象者の

生年月日

７/２０(金）５/１８(金）
H18.7/1

～10/31

１１/１６(金）９/１１(火）
H18.11/1

～19.2/28

３/１８(火）１/２２(火）
H19.3/1

～6/30

BCG対象者の接種日程
接種日対象者の生年月日

(金)4/2712/31～12/1H18.１

(火)5/291/31～1/1H19.２

(金)6/292/28～2/1３

(火)7/313/31～3/1４

(金)8/314/30～4/1５

(金)9/285/31～5/1６

(火)10/306/30～6/1７

(金)11/307/31～7/1８

(火)12/258/31～8/1９

(火)1/299/30～9/1１０

(金)2/2910/31～10/1１１

(金)3/2811/30～11/1１２

個別接種と対象年齢

間隔回数対象年齢予防接種名

３～８週３
〔初回接種〕

標準は３か月から１２か月

生後３か月以上

７歳６か月未満

三種混合Ⅰ期

１

〔追加接種〕

標準は、初回接種終了後

１２か月～１８か月

１１期 生後１２か月から生後２４か月

ＭＲ混合

１

２期 小学校入学前の１年間

（５歳以上７歳未満の方であって、小学校就学

の始期に達する日の１年前日から当該始期に達

する日の前日までの間にある方）

ジフテリア
百日せき
破 傷 風（ ）混合

（ ）混合麻 し ん
風 し ん



接
種
で
き
る
医
療
機
関

次
表
の
と
お
り

個
別
接
種
に
は
、
お
子
さ
ん
の
体

調
の
良
い
日
を
選
ん
で
接
種
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

健
康
状
態
や
間
隔
に
注
意
し
な
が
ら

予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

〈
三
種
混
合
〉

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷

風
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
、
生
後
３
か

月
を
過
ぎ
た
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
三

種
混
合
は
計
４
回
と
回
数
が
多
い
予

防
接
種
で
す
。
間
隔
を
守
っ
て
打
つ

よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ポ
リ
オ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
の
間
隔
に
注
意

し
て
予
定
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｍ
Ｒ
混
合
〉

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
で
す
。
２
回
接
種
と
な
り
ま
す
が
、

第
１
期
第
２
期
と
も
接
種
で
き
る
期

間
が
１
年
間
に
限
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

接
種
も
れ
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

〈
日
本
脳
炎
〉

厚
生
労
働
省
の
勧
告
に
よ
り
、
現

在
は
接
種
を
勧
め
て
い
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
間
隔

産
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

→

日
以
上

２７

産
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

→
６
日
以
上

※
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
ポ
リ
オ
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

※
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
三
種
混
合

・
日
本
脳
炎
で
す
。

※
同
じ
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
を
何
回
か

接
種
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定

め
ら
れ
た
間
隔
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

①「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」な
ど

を
良
く
読
ん
で
、
理
解
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

②
当
日
は
、
お
子
さ
ん
の
日
頃
の
状

態
を
把
握
し
て
い
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

③
当
日
は
、
朝
の
体
温
を
測
定
し
、

予
診
票
に
責
任
を
持
っ
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た

ら
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
（
麻
し
ん
・
風

し
ん
・
水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か

ぜ
等
）
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
症
状

が
落
ち
着
い
て
か
ら
約
１
か
月
程
度

見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
慢
性
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
・
心
疾

患
・
腎
疾
患
等
）
で
治
療
中
の
方
や

け
い
れ
ん
の
既
往
が
あ
る
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

お知らせ

（11）

接種医療機関

休診日診療時間医療機関

日曜・祝日・木曜午前

９：００～１２：３０
１５：００～１８：００浅野医院

緯(57)3660 (木曜午後)
１４：００～１８：００

日曜・祝日・水曜午後

９：００～１２：００
１５：００～１８：００

岩崎医院
緯(56)0280 (土曜)

９：００～１２：0０
１５：００～１７：００

日曜・祝日・水曜午後

９：００～１２：３０
１５：００～１８：００

菊池クリニック
緯(57)2510 (土曜)

９：００～１２：３０
１４：００～１６：００

火曜９：００～１２：0０
木村外科胃腸科内科医院
緯(56)2255

日曜・祝日・毎月１日
９：３０～１１：0０
１４：３０～１６：００

近藤医院
緯(56)0356

日曜・祝日・木曜
９：００～１２：３０
１６：００～１９：３０

鹿野クリニック
緯(57)0056

日曜・祝日・木曜

９：００～１２：３０
１５：００～１８：３０

寺内整形外科
緯(57)9811 (土曜)

９：００～１２：3０
１4：００～１７：００

日曜・祝日・土曜午後
（小児科水曜休〉

９：００～１２：0０
１５：００～１８：００

野木病院
緯(55)0710

日曜・祝日・金曜
８：３０～１１：0０
１３：３０～１９：００

さくら診療所
緯(54)5004
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子
ど
も
予
防
接
種
週
間
が

始
ま
り
ま
す

保
護
者
を
始
め
と
し
た
地
域
住
民

の
方
々
に
予
防
接
種
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
き
、
予
防
接
種
の
接
種

率
向
上
を
図
る
た
め
、
３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
間
、
日
本
医
師
会
、

日
本
小
児
科
医
会
、
厚
生
労
働
省
の

主
催
で「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
特
に
４
月
か
ら
の
入

園
・
入
学
を
控
え
る
方
に
と
っ
て
は
、

予
防
接
種
も
れ
を
見
直
す
良
い
時
期

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
子
さ
ん
の

接
種
も
れ
が
な
い
か
を
母
子
手
帳
等

で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
積
極
的
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
小
山
地
区
医
師
会
で
は
こ

の
主
旨
に
賛
同
し
、
特
に
こ
の
期
間
、

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
医
療
機
関
は
通
常

通
り
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

せ
の
う
え
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
小
山
地
区
医
師
会

緯
０
２
８
５（

）５
９
９
３

２２

母
親
学
級

「
お
産
は
ど
う
進
む
の
？
」

「
赤
ち
ゃ
ん
っ
て

ど
う
育
て
た
ら
良
い
の
？
」

初
め
て
の
妊
娠
は
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
ん
な
不

安
や
悩
み
に
答
え
た
り
、
妊
婦
さ
ん

同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
の
が
、
母
親
学
級
で
す
。

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

母
子
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。
ど
の
回
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
し
、
予
約
の
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
利
用
者
募
集

町
で
は
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で

い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」を
行
い
ま
す
。

日

時

毎
月
4
回

火
曜
日

午
前

時
～
正
午

１０

会

場
Ｊ
Ｒ
野
木
駅
の
東
西
に
各
１
か
所

（
地
域
の
集
会
施
設
を
利
用
予
定
）

※

年
度
か
ら
２
会
場
で
実
施

19
対
象
者

町
在
住
の

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

（
介
護
認
定
者
を
除
く
）

内

容

高
齢
者
の
楽
し
め
る
事
業

利
用
料

１
０
０
円

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）募
集

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
の
サ
ポ
ー

タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
募
集
し
て

い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
企
画
運
営
や
見

守
援
助
を
行
い
ま
す
。

申
・
問
町
健
康
福
祉
課

緯（

）４
１
９
６

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

備 考内 容期 日

９：３０～１１：３０

スラックスを持参

場所：町保健センター

講師：町保健師

☆妊娠中の生活

（健康な毎日を送ろう）

☆妊婦体操

（安楽なお産のために）

４/１３（金）
６/１５（金）
８/１０（金）

１０/１１（木）
１２/７（金）
２０年
２/１４（木）

第
１
回

９：３０～１１：３０

場所：町保健センター

講師：町保健師

町管理栄養士

☆産後について

（身体のこと、心のこと）

☆妊娠中・産後の食生活

（心にも身体にもおいしい食事）

４/２７（金）
６/２９（金）
８/２３（木）
１０/２６（金）
１２/２１（金）
２０年
２/２９（金）

第
２
回

９：３０～１１：３０

スラックスを持参

場所：町保健センター

講師：助産師

町保健師

☆お産の経過と呼吸法、補助動作

（安心してお産に臨もう）

☆母乳をあげましょう

☆町のサービス紹介

７/１３（金）
９/１３（木）
１１/１６（金）
２０年
１/１７（木）
３/１４（金）

第
３
回

９：３０～１１：３０

場所：町保健センター

講師：町保健師

☆赤ちゃんの健康管理

☆赤ちゃんの世話

（お風呂の入れ方、育児について）

５/２４（木）
７/２７（金）
９/２８（金）
１１/３０（金）
２０年
１/３１（木）
３/２８（金）

第
４
回



食
育
講
座

算
大
人
編

ゲ
キ
タ
イ
！
内
臓
脂
肪

食
バ
ラ
を
使
っ
て
効
果
的
な
食
事

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
（
略
し
て

「
食
バ
ラ
」）
を
使
っ
て
、
毎
日
の
食

事
か
ら
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
内
容
は
食
バ
ラ
を
学
ぶ
講
話

と
、
調
理
実
習
の
セ
ッ
ト
に
な
り
ま

す
。

日

時

３
月

日（
木
）

１５

午
前

時
～

時

分

１０

１２

３０

会

場

町
公
民
館

対
象
者

町
在
住
者

募
集
人
員

先
着

人
３０

参
加
費

１
人
４
０
０
円

算
幼
児
期
編

親
子
で
弁
当
バ
イ
キ
ン
グ

弁
当
の
法
則
「
３
・
２
・
１
」
を

マ
ス
タ
ー
し
て
、
元
気
に
春
を
む
か

え
ま
し
ょ
う
。

日

時

３
月

日（
金
）

１６

午
前

時
～

時

１０

１２

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
在
住
３
、
４
歳
児
と
そ
の
親

募
集
人
員

先
着

人（
子
も
含
む
）

２０

参
加
費

大

人

１
人
４
０
０
円

子
ど
も

１
人
１
０
０
円

＊

＊

＊

申
込
期
間

３
月
５
日
～

日
１２

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
町
健
康
福
祉
課
へ

主

催
町
・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
７
１

５７

春
休
み
お
楽
し
み
会

日

時

３
月

日（
土
）

２４

午
前

時
～

時

分

１０

１１

３０

場

所

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
在
住
小
学
生

※
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
小
学
生
可

募
集
人
員

先
着

名
２０

参
加
費

１
人
１
０
０
円

（
申
込
後
の
返
金
不
可
）

申
込
期
間

３
月
５
日
～

日
１２

（
日
曜
除
く
）

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
セ
ン
タ
ー
へ

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

緯（

）１
４
４
０

５４

オ
セ
ロ
大
会
２

日

時

３
月

日（
月
）

２６

午
前

時
～

時

１０

１２

対
象
者

町
在
住
小
学
生

※
三
国
サ
ミ
ッ
ト
市
町
小
学
生
可

募
集
人
員

先
着

名
２０

参
加
費

1
人
１
０
０
円

（
申
込
後
の
返
金
不
可
）

申
込
期
間

３
月
５
日
～

日（
日
曜
除
く
）

１２

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
児
童
館
へ

問
新
橋
児
童
館

緯（

）９
１
５
５

５７

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

１７助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰

金
と
し
て
額
面

万
円
、

年
償
還

４０

１０

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
１
人
で
す
。

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

同
じ
で
あ
る

臼
父
母

渦
孫

嘘
祖
父
母

唄
兄
弟
姉
妹

４
、
３
以
外
の

臼
父
母

渦
孫

嘘
祖
父
母

唄
兄
弟
姉
妹

５
、
１
か
ら
４
以
外
の
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

等
内
の
親
族

請
求
期
限

年
３
月

日

２０

３１

問
町
健
康
福
祉
課
緯（

）４
１
９
６

５７

お知らせ

（13）
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３
月
１
日
～
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の

注
意
の
火

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
火
災
予
防
意
識
を
い
っ
そ
う
高

め
、
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
を
守
り
、
貴
重
な

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

運
動
期
間
中
の
活
動

・
消
防
職
員
が
一
般
住
宅
を
訪
問
し

て
防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
の

際
、
火
災
予
防
に
関
す
る
相
談
も

受
け
ま
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

・
毎
夕
、
緊
急
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
火

災
予
防
運
動
を
呼
び
か
け
ま
す
。

・
消
防
本
部
・
消
防
団
車
両
に
よ
る

巡
回
・
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
事
業
所
等
に
対
す
る
特
別
査
察
を

行
い
ま
す
。

酸

年
火
災
統
計（
野
木
町
）

１８火
災
件
数

９
件

（
内
訳
）

建
物
火
災

５
件

そ
の
他
の
火
災

４
件

酸

年
救
急
出
動
統
計（
野
木
町
）

１８救
急
件
数

７
７
３
件

（
内
訳
）

急
病

４
５
２
件

交
通
事
故

１
１
５
件

一
般
負
傷

件
８６

そ
の
他

１
２
０
件

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

緯（

）１
１
１
９

５７

小
山
市
消
防
本
部

緯
０
２
８
５（

）３
１
５
６

２１

町
消
防
団
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

運
動
期
間
中
、
町
消
防
団
で
は
次

の
行
事
を
行
い
ま
す
。

臼
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

３
月
１
日
～
７
日

午
後
７
時

渦
広
報
活
動

嘘
消
防
水
利
点
検

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
２

５７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

昨
年
６
月
１
日
よ
り
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。（
既
存
住
宅
は

年
５
月

２１

３１

日
ま
で
に
設
置
）

設
置
場
所

・
寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
居
室

・
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
下
の
階
へ
通

じ
る
階
段

・
３
階
建
て
以
上
の
場
合
、
寝
室
が

あ
る
階
か
ら
２
つ
下
の
階
段

・
１
つ
の
階
に
７
㎡（
４
・
５
畳
）以

上
の
居
室
が
５
以
上
あ
る
住
宅
の

廊
下
部
分

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
ご
注
意
！

消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
等
を
販
売
し
た
り
、

設
置
や
点
検
を
業
者
に
委
託
し
た
り
、

許
可
を
与
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
業

者
が
徘
徊
し
て
い
ま
す
の
で
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
し
た
場
合

は
消
防
署
、
警
察
署
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
小
山
市
消
防
本
部

緯
０
２
８
５（

）３
１
５
６

２１

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

緯
０
１
２
０（
５
６
５
）９
１
１

東
北
新
幹
線

試
験
列
車
夜
間
走
行

J
R
東
日
本
で
は
、
東
北
新
幹
線

の
自
動
列
車
装
置
の
更
新
に
伴
う
地

上
設
備
及
び
車
両
性
能
等
の
基
礎
デ

ー
タ
収
集
の
た
め
、
表
の
と
お
り
試

験
列
車
の
走
行
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

沿
線
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
の
列
車
運
行
状
況
や
試
験
進

捗
状
況
に
よ
り
時
刻
が
若
干
変
動
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
夜
間
列
車
走
行
速
度

概
ね
時
速

１
６
０
娃

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

大
宮
支
社

緯
０
４
８（
６
４
２
）７
４
２
３

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

走
行
日

走
行
区
間

走
行
時
間

線

別

３
月

日
２７

大
宮
～
小
山

午
前
１
時

分
～
４
時

１０

上
下
線

４
月
６
日

大
宮
～
新
白
河



ス
ト
ッ
プ

ザ

放
置
自
転
車

困
り
ま
す
！

自
転
車
置
き
ざ
り

知
ら
ん
ぷ
り

町
で
は
、
野
木
町
う
る
お
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
駅

前
・
駅
周
辺
・
道
路
な
ど
の
公
共
的

な
場
所
を「
放
置
自
転
車
整
理
区
域
」

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
等
は
駐
輪
場
へ

放
置
自
転
車
等
は
、

・
歩
行
者
通
行
の
妨
げ
に
な
る

・
緊
急
車
両
通
行
の
妨
げ
に
な
る

・
美
観
を
損
な
う

・
盗
難
を
助
長
す
る

と
い
う
よ
う
に
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。

町
で
は
、
下
図
の
よ
う
に
駅
周
辺

に
５
か
所
の
駐
輪
場
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

移
動
手
数
料
を
徴
収
し
ま
す

酸
移
動
自
転
車
等
の
保
管
場
所

町
役
場
敷
地
内

酸
引
渡
し
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

３０

（
土
・
日
・
祝
日
、

月

日
～

１２

２８

１
月
４
日
除
く
）

酸
引
渡
し
方
法

保
管
場
所
で
自
転
車
等
を
確
認
の

う
え
、
町
環
境
交
通
課
で
手
続
し

て
く
だ
さ
い
。

酸
持
参
す
る
も
の

移
動
手
数
料

自
転
車
・
・
・
１
台
１
０
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車

・
・
・
１
台
２
０
０
０
円

※
町
外
の
方
は
、
５
割
増
に
な
り
ま

す
。

問
町
環
境
交
通
課
緯（

）４
１
３
２

５７

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
き

渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
焼
き
は
、

ヨ
シ
に
寄
生
す
る
害
虫
の
駆
除
並
び

に
、
野
火
に
よ
る
周
辺
家
屋
へ
の
類

焼
防
止
、
ま
た
貴
重
な
湿
地
環
境
の

保
全
等
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

当
日
及
び
実
施
後
当
分
の
間
は
、

風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰
や
煙

が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、
洗
濯

物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降
灰

等
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
主
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
、
ゴ
ル
フ
場
を
除
く
遊
水
地

全
域（
上
空
含
む
）が
、
関
係
者
以
外

立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
す
。

日

時

３
月

日（
土
）

１７

午
前
８
時

分
～

３０

※
当
日
が
雨
天
・
強
風
な
ど
に
よ
り

中
止
の
場
合

第
１
予
備
日

３
月

日（
日
）

１８

第
２
予
備
日

３
月

日（
日
）

２５

実
施
範
囲

渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

※
実
施
状
況（
中
止
情
報
含
む
）は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
携
帯
電
話
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

携
帯
電
話
U
R
L

携
帯
電
話
用
サ
イ
ト
Q
R
コ
ー
ド

（
カ
メ
ラ
付
携
帯
の
カ
メ
ラ
で
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
機
能
を
使
い
、
こ

れ
を
撮
影
す
る
と
そ
の
サ
イ
ト
に
す

ぐ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
）

問
苛
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

緯
０
２
８
２（

）１
１
６
１

６２

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

藤
岡
出
張
所

緯
０
２
８
２（

）２
１
４
２

６２

町
企
画
財
政
課
緯（

）４
１
１
６

５７

お知らせ

（15）

h
ttp
://w
w
w
1
.o
d
n
.n
e.jp
/~

a
a
n
5
3
1
7
0
/w
trs/

h
ttp
://w
a
ta
ra
se.o
r.jp
/m
/

お
詫
び
と
訂
正

２
月
号

ペ
ー
ジ
の

年
分
所
得
の

１８

１８

申
告
相
談
の
日
程
表
中
「
柴
山
１
、
２
」

と
あ
る
の
は
、「
芝
山
１
、
２
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



（16）（16）

所
得
の
申
告
は
お
早
め
に

年
分
所
得
の
申
告
相
談
を
、
３

１８
月

日
ま
で
役
場
新
館
２
階
大
会
議

１５
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
し

て
い
な
い
方
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

☆
「
青
色
申
告
」、「
譲
渡
所
得
（
株

式
・
土
地
・
建
物
・
ゴ
ル
フ
会
員
権

等
）」、「
外
国
税
額
控
除
」、「
損
失
申

告
」
等
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
栃

木
税
務
署
へ
３
月

日
ま
で
に
申
告

１５

し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課

緯（

）４
１
２
２

５７

栃
木
税
務
署

緯
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

年
度
か
ら
住
民
税
（
町

19県
民
税
）
が
変
わ
り
ま
す

税
制
改
正
に
伴
う
「
税
源
移
譲
」

「
定
率
減
税
廃
止
」
等
に
つ
い
て
、

月
号
広
報
折
込
チ
ラ
シ
で
も
お
知

１２ら
せ
し
ま
し
た
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

問
町
税
務
課

緯（

）４
１
２
２

５７

栃
木
税
務
署
よ
り

◎
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
確
定
申
告
と
納
税
は

正
し
く
お
早
め
に

年
分
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及

１８
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
４

月
2
日
が
申
告
・
納
付
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

算

年
分
に
お
い
て
「
課
税
事
業
者
」

１８
と
な
る
事
業
者

・

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

１６円
を
超
え
る
事
業
者

・

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

１６以
下
の
事
業
者
で
、

年

月
末

１７

１２

ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選

択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事

業
者

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
や
信
書

便
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、「
e
‐
Ｔ
a
x
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
利

用
す
れ
ば
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納
税
が

で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
個

人
の
確
定
申
告
書
等
の
作
成
が
で
き

る「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
で

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
直
接
e
‐
Ｔ

a
x
に
送
信（
事
前
手
続
が
必
要
）す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
次
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

e
‐
Ｔ
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

緯
０
５
７
０
‐
０
１
５
９
０
１

◎
振
替
納
税
利
用
の
皆
様
へ

振
替
納
付
日

酸
申
告
所
得
税

→
４
月

日（
金
）

２０

酸
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

→
４
月

日（
木
）

２６

※
２
～
３
日
前
に
は
、
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
税
務
署

緯
０
２
８
２（

）０
８
８
５

２２

電
話
加
入
権
等
公
売

自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日

時

３
月
７
日（
水
）

午
前
９
時

分
～

４５

場

所
県
庁
下
都
賀
庁
舎

第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

（
栃
木
市
神
田
町
６
‐
６
）

持
参
す
る
も
の

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）３
４
１
１

２３

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

h
ttp
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w
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h
ttp
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w
w
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w
n
.n
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/n
ew
/jy
u
u
m
in
zei.p

d
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国
民
年
金
よ
り

納
付
案
内
書
未
送
達
の
方
へ

近
年
、
住
所
は
そ
の
ま
ま
で
別
の

所
に
お
住
ま
い
の
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
方
に
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
を
郵
送
し
て
も
、

本
人
に
届
か
ず
に
戻
っ
て
き
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
本
人
又
は

家
族
の
方
が
、
住
所
変
更
の
連
絡
や

届
出
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
納

付
書
が
な
い
た
め
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来

の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
連
絡
や
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

手
続
を
お
忘
れ
な
く

学
生
に
は
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。
一
般
の
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
等
に
加
え
夜
間
部
、
定
時

制
、
通
信
制
の
学
生
も
申
請
で
き
ま

す
。

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
を
し
て

承
認
さ
れ
た
期
間
は
保
険
料
納
付
を

要
し
な
い
期
間
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
追
納
の
際
に
は
、
２
年
以
上
経

過
し
た
期
間
の
保
険
料
に
は
加
算
金

が
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

承
認
を
受
け
る
と

①
特
例
期
間
中
に
、
交
通
事
故
や
病

気
等
に
よ
り
障
害
者
に
な
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年

金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
追

納
し
な
い
と
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。

申
請
及
び
承
認
期
間

申
請
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

遡
っ
て
特
例
承
認
を
受
け
ら
れ
る
よ

さ
か
の
ぼ

う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
の
４
月
ま

で
の
期
間
内
に
学
生
証（
コ
ピ
ー
）を

持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

歳
に
な
っ
て
新
た
に
国
民

２０

年
金
に
加
入
す
る
と
き
は
、
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
案
内
通
知
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
案
内
に
同
封
の
加
入
届
の

ハ
ガ
キ
と
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

承
認
期
間
は
、
誕
生
日
の
前
日
か

ら
３
月
末
日
ま
で
の
期
間
で
す
。
ま

た
、
学
生
期
間
中
は
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

※
な
お
、
学
校
を
卒
業
し
て
も
就
職

が
で
き
な
い
な
ど
で
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
一

般
の
免
除
・
猶
予
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
し

た
と
き
や
、
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
支
給
年
金
が

あ
る
と
き
に
は
、
届
出
や
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

死
亡
届
出

年
金
受
給
者
死
亡
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
が
遅
れ
て
、
亡
く
な
っ
た

月
以
降
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た
場
合

は
、
そ
の
分
を
後
日
返
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

未
支
給
年
金
請
求

年
金
は
、
受
け
て
い
る
方
が
死
亡

し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死

亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
年

金
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
分

の
年
金
（
未
支
給
年
金
）
を
遺
族
の

方
（
死
亡
し
た
方
と
生
計
を
同
一
に

し
て
い
た
①
配
偶
者
、
②
子
、
③
父

母
、
④
孫
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉

妹
の
順
）
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
未
支
給
年
金
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

間
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０（

）１
１
６
５

０７

栃
木
社
会
保
険
事
務
所

緯
０
２
８
２（

）４
１
３
１

２２

緯
０
２
８
２（

）４
１
３
４

２２

町
保
健
年
金
課
緯（

）４
１
３
７

５７

お知らせ

（17）



投
票
立
会
人
募
集

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票

立
会
人
の
仕
事
を
通
し
て
選
挙
に
対

す
る
理
解
と
関
心
が
高
ま
れ
ば
と
、

選
挙
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

資

格
町
内
に
住
所
を
有
す
る

歳
以
上

20

の
方
（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
）

応
募
方
法

直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
応
募
く
だ
さ
い
。
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
年
齢
・
性
別
・
地
区
等
を

考
慮
し
て
選
任
す
る
た
め
、
応
募
さ

れ
た
方
々
の
す
べ
て
に
お
願
い
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
町
総
務
課
内
）

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１
番
地

緯（

）４
１
１
４

５７

姉（

）４
１
９
０

５７

死

防
衛
省
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
募
集

応
募
資
格

産
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

・

歳
以
上

歳
未
満

２０

２６

※

歳
未
満
は
、
大
卒
者（
見
込
）

２２
※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
）

は
、

歳
未
満

２８

※
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学

又
は
工
学
課
程
修
了
者

産
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

・
歯
科
→
専
門
の
大
学
卒（
見
込
）

歳
以
上

歳
未
満

２０

３０

・
薬
剤
科
→
専
門
の
大
学
卒（
見
込
）

歳
以
上

歳
未
満

２０

２６

※
薬
学
修
士
取
得
者
は

歳
未
満

２８

受
付
期
間

４
月
１
日
～
５
月

日
１１

試
験
期
日

1
次５

月

日（
土
）・

日（
日
）

１９

２０

（

日
は
、
飛
行
要
員
の
み
）

２０

2
次６

月

日（
火
）～

日（
木
）の
間

１９

２１

３
次７

月

日（
水
）～
８
月
４
日（
土
）

１８

の
間（
海
・
空（
飛
行
）要
員
の
み
）

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

緯
０
２
８
５（

）４
７
６
３

２５

町
住
民
課

緯（

）４
１
２
７

５７

法
務
局
よ
り

供
託
申
請
手
続
の
お
知
ら
せ

供
託
制
度
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に

お
知
ら
せ
で
す
。
自
宅
や
会
社
等
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
供
託
金
の
納
付
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ
イ

ジ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用

し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
供
託
の
目
的
物
に
よ
っ
て

は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局

緯
０
２
８
２（

）１
０
６
８

２２

法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

Ｕ
Ｒ
Ｌ

（18）

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

投票所の立会人期日前投票所の立会人内 容

午前６時３０分～午後８時午前８時３０分～午後８時従事時間

投票日

公示日又は告示日翌日から

投票日前日までの期間

（従事可能な日）

従事日

お住まいの地区の投票所期日前投票所（町役場内）従事場所

同左
投票事務の公正を確保するための

立会い
従事内容

1日 １０８００円 (現行）１日 ９６００円 (現行）報酬額

so
u
m
u
@
to
w
n
.n
o
g
i.to
ch
ig
i.

jp

h
ttp
://sh
in
sei.m

o
j.g
o
.jp
/



井
戸
を
掘
る
に
は

届
出
が
必
要
で
す

地
下
水
の
利
用
に
つ
い
て

町
内
で
揚
水
施
設（
井
戸
）を
設
置
、

所
有
す
る
場
合
に
は
、「
栃
木
県
地
下

水
揚
水
施
設
に
係
る
指
導
等
に
関
す

る
要
綱
」に
基
づ
き
、町
企
画
財
政
課

を
経
由
し
て
知
事
へ
の
届
出
等
の
手

続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
農
業
用
の
施
設
で
、
深
さ

ｍ
未
満
の
も
の
、
土
木
工
事
等
に

３０使
用
す
る
も
の
で
一
時
的
に
使
用
す

る
も
の
及
び
試
験
・
研
究
用
に
使
用

す
る
も
の
は
届
出
等
の
対
象
外
で
す
。

（
※
１
）

井
戸
掘
削
の

日
前
ま
で
に
「
揚

６０

水
機
設
置
事
前
協
議
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
※
２
）

揚
水
機
設
置
の

日
前
ま
で
に

３０

「
揚
水
機
設
置
届
出
書
」を
、
設
置
工

事
完
了
後

日
以
内
に
「
揚
水
機
工

１５

事
完
了
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
設
置
し
た
揚
水
機
を

変
更
す
る
場
合
に
も
届
出
が
必
要
で

す
。

（
※
３
）

毎
年
２
月
末
ま
で
に
前
年
（
１
～

月
）
の
揚
水
量
を
報
告
し
て
く
だ

１２さ
い
。

届
出
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
企
画
財
政
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

U
R
L

問
町
企
画
財
政
課
緯（

）４
１
１
６

５７

お知らせ
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h
ttp
://w
w
w
.p
ref.to

ch
ig
i.jp
/k
-

a
n
k
y
o
/so
n
o
ta
/0
2
/

th
ik
a
su
iy
o
u
k
o
u
.h
tm
l

人

権

標

語

み
つ
け
よ
う

私
と
あ
な
た
の

心
の
き
ず
な

野
木
小
学
校

松
本

ま

つ

も

と

静
香

し

ず

か

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

工
事
の
お
知
ら
せ

工工期：３月下旬ま工期：３月下旬までで

下水道工下水道工事事

工
事
中
は
、
通
行
等
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

採取量報告

（※３）

届 出

（※２）

事前協議

（※１）

吐出口（ポンプの
水の出口）断面積

要要要４５哀を超えるもの

要要不要６哀を超えるもの

問
町
下
水
道
課
緯（

）４
１
６
５

５７

町
建
設
課

緯（

）４
１
５
７

５７

工工期：３月下旬ま工期：３月下旬までで

グリーン：街路灯設置工グリーン：街路灯設置工事事

工期：３月下旬ま工期：３月下旬までで

グレー：下水管補修工グレー：下水管補修工事事
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古
河
市

算
日
本
一
の
花
桃
の
里「
古
河
桃
ま
つ
り
」

期

間

３
月

日
～
４
月
５
日

２０

会

場

古
河
総
合
公
園

※
期
間
中
は
古
河
駅
西
口
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行（
有
料
）

※
開
催
情
報
な
ど
、
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

緯

（
５
７
７
７
）８
６
０
０

０３

こ
が
ナ
ビ

問
古
河
市
観
光
協
会

緯（

）０
０
３
０

２３

北
川
辺
町

算
い
ち
ご
狩
り
体
験
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ス
パ
ー
ク
で
は
、
温
室
ハ
ウ
ス
で
い
ち
ご

（
と
ち
お
と
め
）を
育
て
て
い
ま
す
。今
年
も
い
ち

ご
狩
り
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
甘
い
香
り
を
漂
わ

せ
た
い
ち
ご
を
摘
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期

間

４
月
ま
で（
予
定
）

場

所

ラ
イ
ス
パ
ー
ク

参
加
費

１
０
０
０
円

（
１
エ
リ
ア
３
パ
ッ
ク
摘
み
取
り
可
能
）

申
込
方
法

電
話
で
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
育
状
況
等
に
よ
り
、
収
穫
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
北
川
辺
町
ラ
イ
ス
パ
ー
ク

緯（

）４
３
４
９

６２

月
曜
日
休
館

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日
休
館
）

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

http://w
w
w
.ko
gakanko

.jp/
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運動遊び

①肥満を解消しましょう

痛風の人の約半数は肥満であるといわれてい

ます。肥満は、尿酸の排泄を減少させ、尿酸の

濃度を高めます。太りすぎの場合は標準体重を

目指しましょう。

②軽い運動を続けましょう

過激な運動は尿酸の生産を高め尿酸値を上げ

ますが、ウォーキングなどの軽い運動（有酸素

運動）は尿酸を下げる効果があります。また、

運動を継続することで減量も期待できます。

③水分補給をしましょう

水分補給が不足すると尿量が減り、尿酸濃度

が高くなります。尿酸値が高い場合には、特に

水分を十分にとりましょう。

④ストレスは早めに解消しましょう

ストレスは、尿酸の合成を高め、尿酸の排泄

を悪くするほか、痛風発作が起こりやすくなる

といわれています。自分なりのストレス解消法

を身につけましょう。

町健康福祉課 健康増進係

日常生活の中で予防しよう！
高尿酸血症・痛風

子どもは遊ぶことが仕事。体を動かすことで、

喜びを感じていきます。特に、０歳・１歳・２

歳児は、大人と１対１で遊ぶことを強く求めて

います。この時期の運動遊びのポイントは「人」

です。身近な大人とどう遊ぶかが、何より大切

なことです。大人もゆったりした気持ちで遊ぶ

と、きっと楽しく遊べるでしょう。

体の小さな子どもたちを受け止め、対等に付

き合うには、相手に合わせることが必要です。

例えば、赤ちゃんと付き合う時には、大人が寝

転んでみてください。目線が近づき、呼吸まで

感じることができます。小さい子と遊ぶ時には、

大人のセンサーを敏感にすることが大切だと思

います。

また、子どもには自然とふれあう時間も必要

です。子どもたちの様子を見ていると、舗装さ

れた道は難なく歩けても、舗装されていない道

を歩くのが少し苦手な子がいます。平らな所だ

けでなく、坂道や砂の上、砂利道、草原など、

いろいろなところを歩くと、子どもたちは、様

々な身体能力を向上させていきます。時には、

大人も童心にかえって、子どもと自然の中を歩

いてみてください。自然とふれあううちに、普

段気付かないような発見や驚きがあるはずです。

身体能力の向上だけでなく、好奇心や感受性も

豊かになっていくでしょう。

まずは、難しいことを考えずに、子どもとた

くさん遊び、楽しい時間を過ごしてくださいね。

丸林保育所 保育士 新井小波子



年
度
に
小
中
学
校
の
ス
ポ
ー

１８
ツ
活
動
の
関
東
・
全
国
大
会
に
出

場
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
よ
る
報
告
会

が
２
月
８
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

会
結
果
と
今
後
の
抱
負
を
力
強
く

報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
野
木
小
〉

■
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

田
村

た
む
ら

優
樹

ゆ
う
き

■
関
東
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

新
橋
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
パ
ワ
ー
ズ

秋
山

さ
や
か

あ
き
や
ま

藤
井

ふ
じ
い

麻
理

ま
り

中
田

な
か
だ

律
沙

り
さ

関せ
き

美
咲

み
さ
き

長
澤

な
が
さ
わ

奈
津
美

な
つ
み

藤
江

ふ
じ
え

玲
菜

れ
い
な

小
林

こ
ば
や
し

愛
理

あ
い
り

監
督

木
村

佐
斗
子

き
む
ら

さ
と
こ

〈
友
沼
小
〉

■
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
選
手

権
大
会

栗
川

く
り
か
わ

菜
々

な
な

監
督

福
田

ふ
く
だ

健
三

け
ん
ぞ
う

感
動
を
胸
に
刻
ん
で

町
小
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
・

関
東
全
国
大
会
報
告
会

〈
新
橋
小
〉

■
関
東
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会

新
橋
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
パ
ワ
ー
ズ

高
橋

た
か
は
し

佳
那

か
な

山
野
井

や
ま
の
い

友
里

ゆ
り

須
賀

す
が

由
稀
菜

ゆ
き
な

波
田
野

は
た
の

千
秋

ち
あ
き

秋
島

あ
き
し
ま

可
奈
子

か
な
こ

大
内

お
お
う
ち

愛
史

あ
い
り

福
島

ふ
く
し
ま

美
理

み
さ
と

鹿
島

か
し
ま

美
彩

み
さ

監
督

木
村

き
む
ら

佐
斗
子

さ
と
こ

〈
佐
川
野
小
〉

■
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

Ｊ
Ｆ
Ｃ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

鈴
木

建
哉

す
ず
き

た
つ
や

■
全
日
本
少
年
少
女
水
泳
競
技
大

会栗
栖

直
人

く
り
す

な
お
と

〈
野
木
中
〉

■
関
東
中
学
柔
道
大
会

藤
田

ふ
じ
た

優
季

ゆ
う
き

茂
木

も
て
ぎ

彩
夏

あ
や
か

監
督

石
塚

い
し
づ
か

佳
孝

よ
し
た
か

■
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

金
久
保

か
な
く
ぼ

拓
哉

た
く
や

大
森

お
お
も
り

宏
樹

ひ
ろ
き

坪
井

つ
ぼ
い

悠
貴

ゆ
う
き

小
湊

こ
み
な
と

正
誉

ま
さ
た
か

監
督

津
釜

つ
が
ま

和
弥

か
ず
や

■
関
東
中
学
水
泳
競
技
大
会

青
木

あ
お
き

薫
か
お
る

大
内

お
お
う
ち

皓
ひ
ろ
し

瀬
戸

せ
と

夏
月

な
づ
き

中
里

な
か
ざ
と

隆
文

た
か
ふ
み

小
曽
根

こ
そ
ね

良
太

り
ょ
う
た

斉
藤

さ
い
と
う

龍
也

り
ゅ
う
や

荒
井

あ
ら
い

創
は
じ
め

伊
藤

い
と
う

仁
美

ひ
と
み

加
藤

か
と
う

圭
恵

た
ま
え

安
田

や
す
だ

美
里

み
さ
と

笹
崎

さ
さ
ざ
き

彩あ
や

針
谷

は
り
が
や

美
名

み
な

岩
村

い
わ
む
ら

絵
美

え
み

監
督

三
門

み
か
ど

栄
子

え
い
こ

〈
野
木
二
中
〉

■
関
東
中
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

（
男
子
）

神
田

か
ん
だ

夏
樹

な
つ
き

真
藤

し
ん
ど
う

太
征

た
い
せ
い

牧
原

ま
き
は
ら

佑
之

た
す
く

西
舘

に
し
た
て

明
あ
き
ら

新
籾

あ
ら
も
み

優
次

ゆ
う
じ

高
田

た
か
だ

康
平

こ
う
へ
い

矢
島

や
じ
ま

大
貴

だ
い
き

大
内

お
お
う
ち

裕
貴

ひ
ろ
き

松
林

ま
つ
ば
や
し

玄げ
ん

監
督

武
井

た
け
い

一
浩

か
ず
ひ
ろ

■
関
東
中
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

（
女
子
）

行
川

ゆ
き
か
わ

知
佳

ち
か

大
川

お
お
か
わ

舞ま
い

海
老
沼

え
び
ぬ
ま

友
里

ゆ
り

青
木

あ
お
き

瑞
穂

み
ず
ほ

斉
藤

さ
い
と
う

未
愛

み
さ
と

稲
川

い
な
か
わ

千
尋

ち
ひ
ろ

鈴
木

す
ず
き

未
来

み
く

栃
木

と
ち
ぎ

菜
那

な
な

入
江

い
り
え

智
美

と
も
み

高
橋

た
か
は
し

悠
佳

ゆ
か

永
田

な
が
た

愛
里
花

え
り
か

菅
原

す
が
わ
ら

悠
衣
子

ゆ
い
こ

橋
本

は
し
も
と

真
央

ま
お

佐
藤

さ
と
う

真
美

ま
み

野
間

の
ま

亜
依

あ
い

監
督

金
山

か
な
や
ま

典
子

の
り
こ

■
関
東
中
学
生
弓
道
大
会
・

全
国
中
学
生
弓
道
大
会
（
男
子
）

田
村

た
む
ら

直
也

な
お
や

前
田

ま
え
だ

智
行

と
も
ゆ
き

大
瀧

お
お
た
き

史
哉

ふ
み
や

花
田

は
な
だ

一
政

か
ず
ま
さ

監
督

寺
内

て
ら
う
ち

誠
ま
こ
と

■
関
東
中
学
生
弓
道
大
会
・

全
国
中
学
生
弓
道
大
会
（
女
子
）

五
十
里

い
か
り

実
紗

み
さ

七
五
三
掛

は
る
か

し
め
か
け

染
野

そ
め
の

里
奈

り
な

鈴
木

す
ず
き

有
通
子

あ
つ
こ

永
田

な
が
た

菜
穂
子

な
お
こ

須
田

す
だ

紗
耶
香

さ
や
か

監
督

寺
内

て
ら
う
ち

誠
ま
こ
と

■
関
東
中
学
校
体
操
競
技
大
会

國
西

く
に
に
し

佑
輔

ゆ
う
す
け

監
督

瀬
戸

せ
と

久
子

ひ
さ
こ

（
敬
称
略
）

（22）
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交
通
安
全
・
防
犯
・
暴
力

追
放
市
町
民
大
会

優
良
従
業
員
の
表
彰

地
域
の
交
通
安
全
や
防
犯
な
ど

に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
「
交
通
安
全
・
防
犯
・
暴

力
追
放
市
町
民
大
会
」（
野
木
町
・

小
山
市
・
小
山
警
察
署
な
ど
主
催
）

が
１
月

日
、
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
で

１３

開
か
れ
ま
し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
交
通
安

全
の
呼
び
か
け
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
い
る
個
人
や
団
体
に
対
し
、

町
長
や
小
山
市
長
、
小
山
警
察
署

長
か
ら
表
彰
状
や
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
全
員
で
、「
交
通
事
故
を

な
く
し
犯
罪
・
非
行
・
暴
力
を
許
さ

な
い
街
づ
く
り
の
実
践
」
を
宣
言

し
終
了
し
ま
し
た
。

町内の交通事故

9件数1
月
累
計

1死者

8傷者

9(-1)件数（増減）
年
累
計
（
前
年
比
）

19

1(1)死者（増減）

8(-3)傷者（増減）

交
通
死
亡
事
故
異
常
多
発
外

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
（
栃
木
県
）

２月１日現在

人口男12,881人

女13,042人

計25,923人

世帯数 8,787

町の人口

（23）

町
工
場
協
会
の
優
良
従
業
員
表

彰
式
が
１
月

日
に
行
わ
れ
ま
し

２６

た
。こ

れ
は
多
年
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
し
、
地
域
産
業
と
協
会
の
発

展
向
上
に
貢
献
し
た
方
を
表
彰
し

て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

峰み
ね

松
栄
（
日
誠
工
業
）

ま
つ
え
い

長
澤

な
が
さ
わ

幸
秀
（
日
誠
工
業
）

ゆ
き
ひ
で

福
島

ふ
く
し
ま

高
（
日
本
製
箔
）

た
か
し

岩
瀬

い
わ
せ

知
明
（
日
本
製
箔
）

と
も
あ
き

渡
辺

わ
た
な
べ

秀
美
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
）

ひ
で
み

町
営
墓
地
整
備

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

昨
年

月
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

１１

た
「
野
木
町
営
墓
地
整
備
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
、

月

日

１２

２３

及
び
１
月

日
に
開
催
さ
れ
ま
し

２０

た
。座

長
に
は
宇
都
宮
大
学
助
教
授

で
、
栃
木
県
が
主
催
す
る
「
と
ち

ぎ
元
気
づ
く
り
会
議
」
委
員
に
も

委
嘱
さ
れ
て
い
る
陣
内
雄
次
先
生

を
、
副
座
長
と
し
て
丸
林
在
住
の

真
瀬
正
弘
氏
に
就
任
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
一
般
公

募
及
び
地
元
佐
川
野
・
川
田
地
区

の
委
員
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
先
進
地
視
察
等

を
ふ
ま
え
て
、「
町
営
墓
地
整
備
検

討
委
員
会
」
で
ま
と
め
ら
れ
た
基

本
的
事
項
を
基
に
、
町
営
墓
地
の

整
備
に
向
け
た
諸
条
件
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

構
想
図
等
を
作
成
し
、
よ
り
具
体

的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

問
町
環
境
交
通
課緯（

）４
１
３
１

５７

鬼
は
～
外
、
福
は
～
内

丸
林
保
育
所
豆
ま
き

２
月
２
日
、
丸
林
保
育
所
で
、

恒
例
の「
豆
ま
き
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
鬼
に
扮
し

た
先
生
に
向
か
っ
て
元
気
よ
く
豆

を
投
げ
つ
け
て
い
ま
し
た
。



ギャラリー

自然の 自然を食べる

ヨモギ

長島比那子さん
HinakoNagashima
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春が来ると、農家では草餅を作った。草餅は蒸した

ヨモギの葉と米の粉をついたものである。出来立ての

草餅にきなこをつけて食べると昔のことが思い出され

る。子どもたちは田んぼのあぜで、芽の出たばかりの

ヨモギの新芽を摘んだ。ヨモギの新芽は白い産毛に包

まれているので、簡単に見分けがついた。親しみをこ

めて「もちくさ」と呼んでいた。ヨモギは大きくなると

雑草として嫌われるが、セイタカアワダチソウなどの

帰化植物がなかった頃は、ススキとともに草原を代表

する草だった。

文・写真 舘野 孝良

ＤＥＣＯクレイ教室に入会して２年

が過ぎました。月２回の教室がとても

楽しみです。

一作一作出来上がった作品は、私に

とってはどれもが宝物で、感動と頑張

った思いのいっぱい詰まった物ばかり

です。先生には、町文化祭への出展作

品を撮影して頂いて、毎年カレンダー

にしてもらっています。大変なことな

のに、とても感謝しています。

友人にも「頑張って、続けてね」と

励まされています。これからも色々な

作品に取り組んでいきます。

手品師“ミスター西須”のマジックショー。白紙を一
万円札やドル紙幣に変えたり、得意のカードマジックの
妙技を披露。タネを明かしてくださいとお願いしても、
「企業秘密だから」と教えてくれず。郵便局勤務時代に、
「何か芸を身につけよう」とマジック教室に入門。研究
熱心で色々な教室に通い続け、技術を磨かれたそうです。
「今は近所の森さんという人に指導してもらっているん
だよ。良く教えてくれるよ」と感謝の言葉。
手品仲間と老人ホームなどを慰問したりの多忙な毎日
で、光治さんは元気そのもの。「自分たちの手品を楽し
んでもらうことが何より」と笑顔で。お元気で慰問をお
続けください。


